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１．研究計画の概要 
 現在中山間地域の森林環境破壊の一つと
して，管理放棄は森林の持続的な二酸化炭素
固定能力を低下させるとともに，自然災害を
も引き起こす負の要因として全国的な問題
になりつつある．また，台風被害などと言っ
た災害のリスクに対する森林所有者の回避
行動があるものと想定され，持続的森林資源
管理の達成には，そのようなリスクに対する
森林所有者の管理行動を把握し，森林資源に
対するリスク管理を時空間的に行うことが
必要不可欠となっている． 
本研究では，自然災害・管理放棄発生リス

クをあらかじめ予見するとともに，持続的な
森林資源管理を遂行するため，その妨げとな
る管理放棄リスクを時間・空間的なベクトル
をもって可視化するシステムを構築し，災
害・管理放棄の回避を可能とするリスクヘッ
ジ型持続的森林資源管理に向けた政策分析
を行う．具体的には，森林のランドスケープ
を対象としたマクロ的なリスク管理と森林
の要素である個々の林分を対象としたミク
ロ的なリスク管理を同時に分析する． 
 
２．研究の進捗状況 
これまでの研究内容は下記の通りである． 
(1) 分析基盤の整備 
① 空間統計モデル構築に関わる試験対象

地域の設置（富山県)  
② 雪害の発生分布データを収集した． 
③ システム収穫表を最適化モデルへの結

合をするために再開発した． 
④ 福岡県八女郡に設置した試験林での成

長データ収集を行った． 
⑤ 市況データの収集． 
⑥ GIS を用いて施業班隣接情報を自動的に

生成するシステムを構築 
(2) 冠雪害に関する分析 
① ロジスティック回帰モデルを用いて，冠

雪害評価モデルを構築．また，モデル選
択手法によりリスク要因の特定． 

② 冠雪害に対する立木密度の影響につい
て比較検討. 

(3) 風害に関する分析 
① 強風による森林被害の空間的拡がりに

影響を及ぼすと予想される，風向や樹木
の配置間隔等の因子について検討． 

② 風洞模型を製作し，樹木倒壊のリスクを
風速分布と樹木に作用する抗力特性か
ら検討．林帯の密閉度が抗力特性に大き
く影響すること，また樹木の配置は千鳥
格子状の場合が風向変化に対する耐風
性が維持されることがわかった． 

(4)統計分析手法開発 
① モデルのパラメータ推定において，サン

プル数と推定値の分布（正規分布）の関
係を明らかにする方法を開発． 

② 多変量線形回帰モデルにける従来の最
小二乗法の問題の対応としてリッジパ
ラメータを導入し，リッジパラメータ選
択のための Cp規準とバイアス補正 Cp規
準を提案． 

③ 森林の成長関数選択問題において，理論
的あるいは経験的に与えられる複数の
成長関数から妥当な関数を選択する手
法を開発． 
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④ 関数へのフィッテングに対し関数の複
雑さを罰則とする情報量規準について，
その罰則項の改良を行った． 

 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している 
（理由） 
 冠雪害に関しては計画通りにデータ収
集・モデル構築が展開されており，成果も論
文として出版されつつある．風害を中心とし
た GISデータの収集・構築に関しては，当初
検討していた航空写真デジタルデータ化の
段取りに修正を加える必要が生じたが，新し
い PCシステムを導入し，複数の処理を同時・
並列に進行することで効率化を図っている．
特に新しいシステム（3Dモニターと写真画像
解析ソフト）の導入に際しては，講習会を企
画し，参加メンバの間で知識の共有を図って
いる．また，風害リスク評価シミュレーショ
ンモデルの構築に関しては，以前より，工学
的なアプローチ（流体工学）から乱流の組織
的渦構造などのモデリングを展開している
東京理科大学工学部の石川准教授を分担者
として招聘し，樹木・防風林の空間的配置パ
ターンが，風害による樹木倒壊のリスクへ与
える影響を評価するため，林帯を模した風洞
模型を製作しシミュレーション分析を行っ
ている． 
 
４．今後の研究の推進方策 
平成 22年度は本研究の最終年度であり，空

間的風害リスクシミュレーションモデルを
完成させ，これまでに構築したモデルの総合
連結及び政策分析での最終調整をする必要
がある．政策シミュレーションに繋げるため，
様々な経済情報をモデルに組み込んでいき，
研究成果を積極的に公表していく予定であ
る．最終年度の具体的な課題は下記の通りで
ある． 
(1) 木材経済情報を組み込み，災害発生に関

わる森林の空間的な動態に対する経済
評価を行う． 

(2) 実際に森林所有者が直面する木材市場
における取引価格パネルデータを収集
し，確率微分方程式を用いた市場価格予
測モデルを構築する． 

(3) 上記で構築される林分経営最適化モデ
ルと市場価格予測モデルを連結し，オプ
ション理論を用いた管理放棄リスクヘ
ッジモデルを構築する． 

(4) それぞれ構築されるリスクヘッジモデ
ルを用いて，災害・管理放棄のリスクに
対する経済分析を行い，リスク下におけ
るヘッジ型持続的森林資源管理への経
済政策提言を行う. 

(5) 研究成果取り纏め 
 

５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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